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後期高齢者医療特別会計 

 

１ 制度の運営 

後期高齢者医療制度は、75歳以上の高齢者を対象とした制度で、制度の運営は、都道府県ごとに設置さ

れ県内の全市町村で構成される「岩手県後期高齢者医療広域連合」が保険者の役割を果たし、市町村と事

務を分担しながら行っている。 

 

 

２ 制度の財政 

制度の財源構成は、医療費の患者負担分を除き、約５割は公費により負担されている。また、約４割は

国民健康保険や被用者保険など現役世代からの支援金であり、約１割は被保険者が納める保険料で運営し

ている。高齢者が安心して医療を受けられる仕組みを、世代を超えて支えている。 

 

 

３ 被保険者数 

後期高齢者医療制度の被保険者は、遠野市に住所を有している 75 歳以上の方である。また、一定の障

がいのある 65 歳以上 75 歳未満の方は、本人が希望し認定を受けると被保険者となることができる。 

令和３年度末の被保険者数は、前年度より 17 人減の 5,802 人となっており、平成 27 年度から毎年減少

している。 

 

表１) 被保険者数の推移                             （単位：人） 

年 度  

被保険者数 
Ｈ29 Ｈ30 Ｒ元 Ｒ２ Ｒ３ 

年 度 末 現 在 6,168 6,122 5,989 5,819 5,802 

 うち、障がい認定を受けた者 61 51 52 50 46 

年 度 平 均 6,239 6,156 6,058 5,905 5,784 

 うち、障がい認定を受けた者 71 56 49 50 48 

  ※資料 岩手県後期高齢者医療広域連合「岩手県後期高齢者医療の概要」 

 
 

４ 保険料 

本制度では、後期高齢者医療に要する費用に充てるため、被保険者に個人単位で保険料を賦課し徴収

している。保険料を決める保険料率の基準は、２年ごとに見直しされ、県内均一となっている。 

令和２年度・３年度の保険料は、均等割額38,000円、所得割率7.36％で算定されている。 

所得の低い人ほど負担が軽減されるように配慮されており、減額した保険料は、市町村と都道府県に

よる公費で補填されている。 

保険料の徴収方法は原則年金からの天引き（特別徴収）であるが、被保険者の希望により市町村が徴

収する普通徴収を選択できる。令和３年度の保険料賦課総額は221,967,200円で、被保険者数の減等によ

り、前年度比5,396,400円の減となった。 

保険料の収納対策については、被保険者間の保険料負担の公平性を図り、支援金等を負担している若

年世代の理解を得る観点からも、引続き収納率の向上に努める。 
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表２) 令和３年度分保険料の賦課、収納状況 

区 分 年度末賦課確定額 収納済額 収納率(％) 備  考 

現年度分 221,967,200 円 221,100,200 円 99.61 還付未済額 277,900円含む 

 
特別徴収 166,647,300 円 166,848,800 円 100.12 還付未済額 201,500円含む 

普通徴収 55,319,900 円 54,251,400 円 98.07 還付未済額 76,400円含む 

滞納繰越分 877,300 円 578,800 円 65.98  

合 計 222,844,500 円 221,679,000 円 99.48  

 

表３) 令和３年度決算状況 

       事項 

款別 

歳  入        事項 

款別 

歳  出 

決算額(円) 構成比 決算額(円) 構成比 

１ 後期高齢者医療 

保険料 
221,679,000 66.57 １ 総務費 16,102,419 4.84 

２ 使用料及び手数料 43,100 0.01 ２ 後期高齢者医療 

広域連合納付金 
316,571,826 95.09 

３ 繰入金 110,459,891 33.18 

４ 繰越金 103,619 0.03 ３ 諸支出金 260,200 0.07 

５ 諸収入 715,800 0.21 ４ 予備費 0 0 

歳入合計 333,001,410 100.00 歳出合計 332,934,445 100.00 

（歳入）333,001,410 円 －（歳出）332,934,445 円＝ 66,965 円 は令和４年度に繰越 

 

５ 医療の動向 

後期高齢者医療制度は、医療費の１割又は３割を患者負担とし、残りを後期高齢者医療保険料、現役

世代からの支援金、公費（税金）で運営している。 

遠野市後期高齢者に係る令和３年度の総医療費は3,769,494千円となり、前年度の総医療費と比べ

63,614千円増加している。 

対象者数（被保険者）及び件数は前年度に比べ減少しており、医療給付費は62,220千円増加している。 

また、令和３年度の１人当たりの給付費は596,914円となり、前年度から3.97％増加している。 

医療給付費の状況                             （単位：人、件、円） 

項 目 対象者数 件数 総医療費 給付費 
一人当たり給付費 

1 件当たり 

給付費 一部負担額

含む 

給付費／ 

対象者数 

Ｈ29年度 6,239 154,852 3,925,300,888 3,589,288,842 629,155 575,299 23,179 

Ｈ30年度 6,156 166,141 3,833,434,325 3,495,205,338 622,715 567,772 21,038 

Ｒ元年度 6,058 162,838 3,896,592,135 3,557,727,588 643,214 587,278 21,848 

Ｒ２年度 5,905 151,103 3,705,880,163 3,390,328,936 627,583 574,145 22,437 

Ｒ３年度 5,784 145,996 3,769,494,013 3,452,549,329 651,711 596,914 23,648 

前年対比 97.95％ 96.62％ 101.72％ 101.84％ 103.84％ 103.97％ 105.40％ 

※資料 岩手県後期高齢者医療広域連合「療養費支給決定内訳書（毎年度４月～３月決定分）」「岩手県後期高齢者医療の概要

（年度＝当該年３月～翌年２月）」令和３年度は速報値である。    


